
 

日暮里中央通りの沿道に土地･建物をお持ちの方、営業中の方へ 

 

まちづくりルール（地区整備計画）に 

関するアンケート調査にご協力下さい。 
 

 

 

 ■ご回答に際してのお願い  

  ●ご回答いただきたい設問は７つです。 

  ●ご回答は、全て別紙の回答ハガキにご記入の上、ご投函ください。 

 

 

投函期限 平成３０年８月１０日（金）まで （切手は不要です） 

 

 

 

【まちづくりのルール（地区整備計画）とは】 

 ○地区のまちづくりの内容を具体的に定めるものであり、建築物等に 

ついて「用途、高さ、敷地面積等」に関して制限を設けることです。 

○地区整備計画が策定されても、すぐにルールに合わせた建物にする 

必要はなく、今後の建替え等の際のルールとお考えください。 

 

 

                   平成３０年７月 

                   日暮里中央通りまちづくり協議会 

                   （事務局）荒川区防災都市づくり部都市計画課 

                        担当 宮本・大沼 

                        電 話：０３－３８０２－４２９２ 

                        ＦＡＸ：０３－３８０２－００４６ 



 

 まちづくりルール（地区整備計画）の目標 

 

 ○近年は日暮里中央通りの沿道にもマンション等、店舗を持たない建物の 

  建設がされております。商店街の連続性が無くなることは街の魅力を下 

  げ、地域の衰退に繋がることも危惧されます。 

 

 ○本地区にまちづくりルールを策定することで、地域の核である商店街の 

  維持・発展にあわせ、地域経済や地域コミュニティーの活性化を図ると 

  共に、安全で魅力ある市街地の形成を目指します。 

 

 

 

 まちづくりルール（地区整備計画）を導入する範囲 

 

 ○まちづくりのルール（地区整備計画）を導入する範囲は日暮里中央通り 

  （補助 106 号線）の道路境界から２０ｍの範囲（商業地域）です。 
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まちづくりルールに関する質問にご回答願います。 

 設問１ 土地・建物の所有について教えてください。 

 

 当てはまる番号を下記から選び、別紙の回答ハガキにご記入ください。 

  ※土地・建物を複数お持ちの方は、当てはまるものを全てご記入ください。 

 

  ①土地と建物を所有     ②土地のみ所有 

 

  ③建物のみ所有（借地）   ④土地、建物とも所有していない 

 

 

 ①、②、③を選択した方は、所有される土地・建物が日暮里中央通りに面しているかを

ご記入ください。 

 

  Ａ．日暮里中央通りに面している   Ｂ．日暮里中央通りに面していない 

 

 

 

 設問２ 建築物等の用途の制限について（その１） 

 

 商店街の連続性を維持するため、日暮里中央通りに面する建物の１階部分は店舗を含む

ものとします 

 

 ●このルールについてどの様に考えますか。 

 

  ①定めた方がよい   ②定めなくて良い   ③その他（        ） 

 

 ＜ポイント＞ 

 ・日暮里中央通りに接する建物の１階部分が対象です。設ける店舗の間口や面積割合、

入口の位置を定めることで、形だけの店舗設置を防ぐことも考えています。 
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 設問３ 建築物等の用途の制限について（その２） 

 

 商店街の健全性を維持し、商業と住宅の調和を図るため、性風俗関連営業など、地区に

馴染まない用途を制限します。 

 

 ●このルールについてどの様に考えますか。 

 

  ①定めた方がよい   ②定めなくて良い   ③その他（        ） 

 

 ＜ポイント＞ 

 ・制限する用途は、風俗営業等の規制及び

業務の適正化等に関する法律に関係する

業種の他、射的場、勝馬投票券販売所、

場外車券販売場、納骨堂、葬儀場などと

します。 

 

 

 

 

 設問４ 建築物等の敷地面積の最低限度 

 

 敷地の細分化による建て詰まりを防止するため、敷地面積を 60 ㎡以上とします。 

 

 ●このルールについてどの様に考えますか。 

 

  ①定めた方がよい   ②定めなくて良い   ③その他（        ） 

 

 ＜ポイント＞ 

 ・現状の敷地面積が、60 ㎡を下回っている場合でも、同じ面積なら建替えは可能です。 
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 設問５ 建築物等の高さの最高限度 
 
 
 街並みの激変が防止するため、建物の高さを 50ｍ以下に制限します。 

 

 ●このルールについてどの様に考えますか。 

 

  ①定めた方がよい   ②定めなくて良い   ③その他（        ） 

 

 

 ＜ポイント＞ 

 ・現在、地区内で最も高い建物の高さは約４３ｍ（１４階建）です。 

 

 

 

 設問６ 建築物等の形態又は色彩その他の意匠の制限 
 
 
 商店街としての景観を維持し、歩行者の安全性を確保するため、建物の色彩や、広告物

のデザインや安全性を制限します。 

 

 ●このルールについてどの様に考えますか。 

 

  ①定めた方がよい   ②定めなくて良い   ③その他（        ） 

 

 

 ＜ポイント＞ 

 ・建物の色彩は、荒川区景観条例に基づく景観計画の基準を準用します。 

－４－ 



 

 設問７ 垣またはさくの構造の制限 
 
 
 前面道路の避難性及び安全性を向上させるため、道路に面して設ける垣またはさくはブ

ロック塀を禁止し、生け垣又はフェンス等にすることとします。 

 

 ●このルールについてどの様に考えますか。 

 

  ①定めた方がよい   ②定めなくて良い   ③その他（        ） 

 

 

 ＜ポイント＞ 

 ・地震で倒壊しても前面道路を閉塞する恐れ 

  が少ない高さ 0.6ｍ以下の部分については 

ブロック等にすることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜日暮里中央通りまちづくり協議会の取り組み＞ 

 

 日暮里中央通り沿いの商業地域内において、地区計画の

導入を目指し、日暮里中央通り協力会、日暮里中央商業会、

東京日暮里繊維卸協同組合、日暮里中央町会、東日暮里 

六丁目本町会、東日暮里五丁目町会の役員が中心となり、

平成２８年１１月２８日に、日暮里中央通りまちづくり 

協議会を設立しました。 

協議会では、これまで商店街の連続性や住環境の保護や

地域の景観形成等、地域の様々な課題について検討を行っ

てきました。 

 こうした活動を知ってもらい、理解を深めていただくため、まちづくり懇談会やア

ンケート調査も実施し、平成３０年６月、取り組みの成果をまちづくりルール案とし

てまとめ、地区計画策定に向けた要望書と合わせて荒川区に提出いたしました。 

－５－ 


